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１ 教科に関する調査 

（１）本市の校種、教科ごとの「比較的できている点（◇）」と「課題があると考えられる点（◆）」について 

  ア 小学校 国語 

◇目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明確にすることはできている。 

◆目的や意図に応じて、事実と感想、意見とを区別して書くなど、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること

に課題がある。 

 

イ 中学校 国語 

◇目的や意図に応じて、集めた材料を整理し、伝えたいことを明確にすることはできている。 

◆目的に応じて必要な情報に着目して要約することに課題がある。 

 

ウ 小学校 算数 

◇数量の関係を、□を用いた式に表すことはできている。 

◆球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表すことに課題がある。 

 

エ 中学校 数学 

◇二つのグラフにおけるｙ軸との交点について、事象に即して解釈することはできている。 

◆事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題がある。 

 

（２）本市の校種、教科に共通する課題について 

    目的に応じて必要な情報を関連付けて、自分の言葉でまとめたり、自分の考えを表現したりすることに課題がある。 

 

 

 

 

報告事項 No.２ 資料 
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（３）本市の共通する課題に関する設問 

ア  中学校 国語 

（ア）問題 ２ 四 
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(イ) 出題のねらい  

目的に応じて必要な情報に着目して要約する。 

 

(ウ) 正答例 

（選択肢アを選んだ場合） 

葉の形を表す言葉を、二次元的な形容のグループと三次元的な形容グループに分け、前者には多様性、後者には共通性

という特徴があると述べている。 

（選択肢イを選んだ場合） 

数学や物理学などは普遍性の学問、生物学は普遍的なことにも例外のある多様性の学問という違いがあると述べている。 

 

(エ) 結果 

正答率 川崎市…45.3％  全国…42.6％ 

 

主な誤答 正答条件②を満たさないで回答している 32.7％ 

         正答条件② 選んだ（着目する）内容について、必要な情報を適切に取り上げて書いている。 

 

(オ) 共通する課題に関して 

本市においては、説明文を扱った学習で、教師が文章の解釈を伝えるのではなく、生徒自らが主体的に情報を見つけていけ

るような学習の展開にするなど、授業に工夫が見られる。しかし、正答条件②を満たさない「まとめて書いてはいるが、必要

な情報を適切に取り上げていない」生徒が、32.7％いることから、目的に応じて必要な情報を見つけることに課題がある。 
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イ 小学校 算数 

 

（ア） 問題 ３（３） 
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(イ) 出題のねらい 
球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体の体積の求め方を式に表す。 

 

(ウ) 正答 

22×22×22 

 

(エ) 結果 

    ａ 正答率  川崎市…43.1％ 全国…36.5％ 

      無解答率 川崎市…13.3％ 全国…9.8％ 

   

ｂ 主な誤答 

      22×3.14等 3.14を用いた式を解答している……14.5％ 

      22×22 と１面の面積を求める式を解答している…8.5％ 

 

(オ) 共通する課題に関連して 

      本市においては、課題の解決に向けて、「どんな方法が使えそうか」「習ったことで使えそうなことはないか」等、子ど

もに解決の見通しをもたせるなど、授業に工夫が見られる。しかし、主な誤答例に着目すると、球の直径の長さに円周率

をかけたり、立方体の１面の面積を求めたりしていることから、球の直径と立方体の一辺の長さの関係から、立方体の

体積を求めるために必要な情報を考えて選択したり、必要な既習事項と関連付けたりすることに課題がある。また、無

解答率が高いことも憂慮する必要があると考えている。 
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（４） 指定都市における本市の調査結果 

ア 指定都市結果一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

イ 本市の傾向の要因 

全ての子どもたちが「わかる授業」を目指し、子どもたち一人ひとりに確かな学力を育むために習熟の程度に応じたきめ細

かな指導等を進めており、各学校が調査結果を効果的に活用し、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて授業改善に取り組ん

だ成果であると捉えている。 

 

 小 国語 全国：67.7   小 算数 全国：63.4   中 国語 全国：58.1   中 数学 全国：52.5 

１ 京都市 ７２ １ 京都市 ６８ １ 仙台市 ６１ １ さいたま市 ５８ 

２ さいたま市 ７１ ２ 川崎市 ６７ １ さいたま市 ６１ ２ 川崎市 ５６ 

３ 川崎市 ６９ ２ さいたま市 ６７ ３ 川崎市 ６０ ２ 仙台市 ５６ 

３ 浜松市 ６９ ４ 千葉市 ６５ ３ 札幌市 ６０ ２ 静岡市 ５６ 

３ 広島市 ６９ ４ 横浜市 ６５ ３ 浜松市 ６０ ２ 浜松市 ５６ 

３ 福岡市 ６９ ４ 名古屋市 ６５ ３ 京都市 ６０ ２ 名古屋市 ５６ 

７ 千葉市 ６８ ７ 神戸市 ６４ ７ 横浜市 ５９ ７ 横浜市 ５５ 

７ 横浜市 ６８ ７ 岡山市 ６４ ７ 相模原市 ５９ ７ 神戸市 ５５ 

７ 新潟市 ６８ ７ 広島市 ６４ ７ 岡山市 ５９ ９ 札幌市 ５４ 

７ 神戸市 ６８ ７ 福岡市 ６４ 10 千葉市 ５８ ９ 福岡市 ５４ 

７ 岡山市 ６８ 11 札幌市 ６３ 10 新潟市 ５８ 11 京都市 ５３ 

12 札幌市 ６７ 11 相模原市 ６３ 10 静岡市 ５８ 11 岡山市 ５３ 

12 仙台市 ６７ 11 浜松市 ６３ 10 神戸市 ５８ 13 千葉市 ５２ 

12 相模原市 ６７ 11 熊本市 ６３ 10 福岡市 ５８ 13 相模原市 ５２ 

12 静岡市 ６７ 15 仙台市 ６２ 10 熊本市 ５８ 15 新潟市 ５１ 

12 熊本市 ６７ 15 静岡市 ６２ 16 名古屋市 ５７ 15 大阪市 ５１ 

17 名古屋市 ６６ 15 大阪市 ６２ 16 堺市 ５７ 15 広島市 ５１ 

17 大阪市 ６６ 18 新潟市 ６１ 16 広島市 ５７ 15 熊本市 ５１ 

17 北九州市 ６６ 18 堺市 ６１ 16 北九州市 ５７ 19 堺市 ５０ 

20 堺市 ６５ 20 北九州市 ６０ 20 大阪市 ５６ 20 北九州市 ４９ 

令和６年度 全国学力・学習状況調査 指定都市の調査結果

一覧 

※数値は平均正答率 

いずれの項目の平均正答率も全国の数値を上回っている。また、指定都市においても上位に位置している。 
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３ 学習や生活習慣に関する質問調査 

（１）学習に対する興味・関心や授業の理解度等 

   ア 国語 

     平成２７年度と比較すると、「国語の授業の内容はよく分かる」について、小学校では 4.9ポイント、中学校では 10.1ポ

イント高くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語の勉強は好き 国語の授業の内容はよく分かる 

83.2% 

74.2% 

88.1% 

84.3% 

小学校＋4.9 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  参考全国 R6 

小 83.2% 87.2% 87.7% 88.6% 88.1%  86.3% 

中 74.2% 79.8% 83.8% 83.1% 84.3%  82.7% 

 

中学校＋6.1 

63.2% 

62.5% 

68.6% 

64.7% 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  参考全国 R6 

小 63.2% 66.6% 62.5% 64.2% 64.7%  62.0% 

中 62.5% 64.1% 65.1% 65.8% 68.6%  64.3% 

 

中学校＋10.1 

小学校＋1.5 

・比較数値 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した肯定的な割合 

・注目結果 平成２７年度と比較して、±５ポイント以上の開きがある場合は、⇒をつけた。（赤：小学校、青：中学校） 
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平成２７年度と比較すると、「国語の勉強は将来役に立つと思う」について、小学校では 5.5ポイント、中学校では 9.2ポ

イント高くなった。それ以外の項目についても、平成２７年度よりも高くなった。 

今後も、「全ての子どもが分かる授業」を目指して主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善に取り組み、国語を

学ぶ意義や言葉を扱うことのよさを実感しながらより主体的に学べるよう、指導の工夫に取り組むことが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語の勉強は将来役に立つと思う 国語の勉強は大切だと思う 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  参考全国 R6 

小 92.5% 94.4% 94.8% 95.3% 95.4%  94.5% 

中 88.9% 91.7% 93.6% 92.8% 94.6%  93.9% 

 

中学校＋5.7 

92.5% 

88.9% 

95.4% 

94.6% 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  参考全国 R6 

小 88.4% 92.0% 92.4% 93.2% 93.9%  93.2% 

中 82.6% 89.2% 91.4% 90.1% 91.8%  90.6% 

 

小学校＋5.5 

88.4% 

82.6% 

93.9% 

91.8% 

小学校＋2.9 中学校＋9.2 
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イ 算数・数学 

    平成２７年度と比較すると、「算数・数学の授業の内容はよく分かる」について、小学校では 3.4ポイント、中学校では 5.5

ポイント高くなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・数学の勉強は好き 算数・数学の授業の内容はよく分かる 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  参考全国 R6 

小 63.8% 69.2% 64.0% 61.3% 63.0%  61.0% 

中 55.1% 59.4% 59.1% 56.7% 58.5%  57.2% 

 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  参考全国 R6 

小 78.8% 83.4% 82.0% 81.6% 82.2%  82.1% 

中 70.6% 74.5% 78.7% 72.9% 76.1%  75.7% 

 

小学校＋3.4 

小学校－0.8 
78.8% 

70.6% 

82.2% 

76.1% 
63.8% 

55.1% 

63.0% 

58.5% 
中学校＋5.5 

中学校＋3.4 
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平成２７年度と比較すると、「算数・数学の勉強は将来役に立つと思う。」について、小学校では 4.4 ポイント、中学校で

11.0ポイント高くなった。 

今後も、きめ細かな指導の充実を図りながら、中学校では、数学の学習をすることの意味や意義を感じられるよう、授業改

善に取り組むことが重要である。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数・数学の勉強は将来役に立つと思う 算数・数学の勉強は大切だと思う 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  参考全国 R6 

小 93.2% 94.6% 95.6% 94.9% 95.0%  94.6% 

中 79.2% 82.4% 86.3% 84.3% 86.9%  87.2% 

 

 Ｈ27 Ｈ31 Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６  参考全国 R6 

小 90.0% 93.1% 93.9% 93.5% 94.4%  94.1% 

中 67.3% 73.0% 76.6% 75.0% 78.3%  78.5% 

 

中学校＋7.7 

93.2% 

79.2% 

95.0% 

86.9%

90.0% 
94.4% 

78.3% 

67.3% 

小学校＋4.4 

小学校＋1.8 
中学校＋11.0 
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（２）規範意識、自己有用感等 

 

平成２７年度と比較すると、「自分にはよいところがあると思う」について、小学校では７.9ポイント、中学校では 15.6ポ

イント高くなった。「将来の夢を持っている」について、小学校、中学校ともにやや下回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来の夢を持っている 自分にはよいところがあると思う 

 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

小 77.4% 79.0% 79.9% 87.3% 83.1% 79.1% 81.7% 84.4% 85.3% 

中 67.6% 69.1% 70.4% 80.0% 75.0% 76.4% 79.3% 79.8% 83.2% 

  参考全国 R6 

小 84.1% 

中 83.3% 

 

 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30 Ｈ31 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ 

小 84.6% 83.1% 83.9% 84.6% 81.2% 77.3% 77.7% 79.9% 80.3% 

中 69.6% 67.8% 68.4% 70.3% 67.6% 65.2% 64.0% 66.1% 66.3% 

  参考全国 R6 

小 82.4% 

中 66.3% 

 

小学校＋7.9 中学校＋15.6 

小学校－4.3 

中学校－3.3 

・比較数値 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した肯定的な割合 

・注目結果 平成２７年度と比較して、±５ポイント以上の開きがある場合は、⇒をつけた。（赤：小学校、青：中学校） 
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（３）ＩＣＴを活用した学習状況 

 

「ほぼ毎日」と「週３回以上使用している」と回答した合計の割合について、令和５年度と比較すると、中学校では 5.0 ポ

イント高くなった。また、全国と比較すると、小学校では 5.0ポイント、中学校は 14.5ポイント上回っている。 

 

 

      

     

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

５年生まで（中学校１、２年生の時）に受けた授業で、ＰＣ・タブレットなどのＩＣＴを、どの程度使用しましたか。  

 本市 

（Ｒ４） 

本市 

（Ｒ５） 

本市 

（Ｒ６） 

Ｒ５との 

比較 

全国 

（Ｒ６） 

全国との 

比較 

小学校 31.7% 29.8% 25.9% －3.9 25.3％ ＋0.6 

中学校 28.3% 35.6% 40.7% ＋5.1 31.0％ ＋9.7 

 

「ほぼ毎日使用している」と回答した割合  

「ほぼ毎日使用している」と「週３回以上使用している」と回答した合計の割合  

 本市 

（Ｒ４） 

本市 

（Ｒ５） 

本市 

（Ｒ６） 

Ｒ５との 

比較 

全国 

（Ｒ６） 

全国との 

比較 

小学校 65.7% 67.4% 64.5% －2.9 59.5％ ＋5.0 

中学校 64.4% 73.9% 78.9% ＋5.0 64.4％ ＋14.5 

 

・比較数値 「ほぼ毎日使用している」と回答した割合、「ほぼ毎日」と「週３回以上使用している」と回答した合計の割合 

・注目結果 令和５年度や全国と比較して、±５ポイント以上の開きがある場合は、下線をつけた。 
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（４）地域や社会に関わる活動の実施状況等 

 

  令和５年度と比較すると、小学校では 5.4 ポイント、中学校では 15.7 ポイント高くなった。中学校においては他都市におい

ても同じような傾向が見られるが本市の増加傾向は顕著であった。 

平成２８年度から全市で取り組んできた「キャリア在り方生き方教育」を土台とし、市制 100 周年に関連した「学校ｅ～ね

★ サミット」の中で、子どもたちが、自分が住む地域との関わりを自分事として捉えて、主体的に学習した成果と捉えてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

他都市の中学校の状況 

 

 

 

 

 

地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか 

  Ｒ５ Ｒ６ Ｒ５との比較 

神奈川県 60.8% 74.1% ＋13.3  

横浜市 63.9%  77.1% ＋13.2  

相模原市 57.4% 69.5% ＋12.1  

さいたま市 66.9% 78.7% ＋11.8  

 

 本市 

（Ｒ５） 

本市 

（Ｒ６） 

Ｒ５との 

比較 

全国 

（Ｒ６） 

全国との 

比較 

小学校 80.0% 85.4% ＋5.4 83.5％ ＋1.9 

中学校 59.5% 75.2% ＋15.7 76.1％ －0.9 

 

・比較数値 「当てはまる」「どちらかといえば当てはまる」と回答した割合 

・注目結果 令和５年度や全国と比較して、±５ポイント以上の開きがある場合は、下線をつけた。 


